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災害リスク情報プラットフォームの開発

目的：個人一人ひとりや地域が、それぞれ、自らの防災対策を立案・実行することができるよう、
①地震災害をはじめ各種災害に関するハザード・リスク情報（素材）を提供する
②それを活用して防災対策を立案・実行できる環境（道具と手段）を提供する

相互運用環境とクリアリングハウス
①②で行うリスク評価のために必要な情報を発見し（クリ
アリングハウス）、利用できる（相互運用）環境
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①災害ハザード・リスク評価システムの研究開発

②利用者別災害リスク情報活用システムの研究開発

③災害ﾘｽｸ情報相互運用環境の研究開発
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防災科研の各種
ﾊｻﾞｰﾄﾞ研究部門

各種ハザード

各種自然災害リスク評価ｼｽﾃﾑ
全国を対象とした各種自然災害事例マップの提
供システムと、地域を限定した各種自然災害リス
ク評価情報の提供システム

個人向け活用システム
個人の生活・将来設計を含めた防災対策立案と、
日常生活の各場面での防災行動支援を行うシス
テム

地域向け活用システム
地域が自らの地域のリスクや資源を空間的・時間
的に可視化するプロセスを通じて、防災対策を立
案するシステム
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地震ハザード・リスク情報ステーション
全国を対象とした地震ハザード・リスク評価を実施
し、それら情報をＷＥＢ上でわかりやすく提供でき
るシステム

メタDB

防災行動
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災害リスク情報プラットフォームの開発

①災害ハザード・リスク評価システムの研究開発
地震ハザード・リスク情報ステーション／各種自然災害リスク評価システム

各種自然災害ﾘｽｸ評価ｼｽﾃﾑ地震ハザード・リスク情報ステーション

◎全国版地震ハザード・リスク情報ステーション
全国を対象とし、地震調査研究の成果の集大成である地震動予測地図を高度化し、
地震リスク評価を実施する。ＷｅｂＧＩＳ等の技術を用いて、地震ハザード・リスク情報、
地下構造データ等の関連情報を網羅的に提供可能な情報ステーションを構築する。

◎地域詳細版地震ハザード・リスク情報ステーション（実証実験）
市区町村程度の限られた領域において、詳細な地震ハザード評価を行い、それらデー
タをもとにして、詳細なリスク評価を実施する。これら情報を提供するためのシステムを
開発し、実証実験を行う。

◎全国版自然災害事例ﾏｯﾌﾟｼｽﾃﾑ
全国を対象とし、各種自然災害共通の「災害
が発生したという事実」を「今後も発生しうると
いうリスク」として集約した自然災害事例マップ
を作成・提供する。

◎地域詳細版自然災害ﾘｽｸ評価ｼｽﾃﾑ
地域を限定し、各種災害のリスク評価を実施し、
それら情報を配信（相互運用）する実証実験を
行う。

地域を限定した実証実験 地域を限定した実証実験
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評価手法高度化の研究

地盤情報等の基盤情報整備
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専門知により構築・評価されたハザード・リスク情報を提供
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微地形区分

山　　地
山麓地
丘　　陵
火山地
火山山麓地
火山性丘陵
岩石台地
砂礫質台地
ローム台地
谷底低地
扇状地
自然堤防
後背湿地
旧河道
三角州・海岸低地
砂州･砂礫州
砂　　丘
干拓地
埋立地
湖　　沼

避難所
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主要断層帯すべてについて、詳細な強震動評価(４８５ケース）を実施し、
それらデータを公開

全国地震動予測地図の作成

地震本部では、全国地震動予測地図(２５０ｍメッシュ）を公表
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地震ハザードステーション J-SHIS

•J-SHIS: Japan Seismic 
Hazard Information Station 
の略

•地震調査研究推進本部地
震調査委員会が公表する

「全国を概観した地震動予測

地図」をWeb上で閲覧したり、
作成に用いられたデータの

公開等を行うシステム

•2005年5月9日より運用

これまでのトップページ
http://www.j-shis.bosai.go.jp
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J-SHISの高度化

• ２５０ｍメッシュに対応した地図閲覧機能
• 地図のスムーススクロール機能（移動・拡大・縮小）
• Google Mapとの重ね合わせ機能（レイヤ透過機能）
• ブラウザ上での震源断層ポリゴン表示機能
• 震源断層ポリゴンからのシナリオ地震地図表示イン
ターフェース

• メッシュの属性値表示機能
• WMS,WFSによる情報配信機能（試験運用）
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確率論的地震動予測地図
期間：３０年及び５０年

超過確率を固定した場合の地
震動強さの分布図
３０年３％、６％
５０年２％、５％、１０％、３９％

地震動強さを固定した場合の
超過確率の分布図
震度５弱、震度５強、震度６弱、
震度６強
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想定地震地図
（震源断層を特定した地震動予測地図） 対象とする地震

主要断層帯の地震
(詳細法、簡便法）

その他の断層帯の地震
（簡便法）

震源特定の海溝型地震
（簡便法）
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表層地盤増幅率
１／４メッシュ(約２５０ｍメッシュ）
全国約６００万メッシュ
微地形分類
表層３０ｍの平均Ｓ波速度
表層地盤増幅率




